







































Report about "First-Year Seminar and Sport Science"
































































































握力（ｋｇ） 46.9 ± 7.3 45.8 31.7 ± 4.4 28.4
上体起こし（回） 35.6 ± 4.6 29.7 32.0 ± 5.5 21.8
長座体前屈（ｃｍ） 47.2 ± 10.0 45.4 50.7 ± 9.2 44.8
反復横跳び（回） 61.4 ± 6.9 50.8 53.9 ± 6.2 41.7
20mシャトルラン（回） 105.1 ± 22.7 81.7 76.0 ± 19.7 43.4
50m走（秒） 6.8 ± 0.5 7.3 7.9 ± 0.7 8.9
立ち幅跳び（㎝） 244.9 ± 24.7 229.9 202.1 ± 22.1 170.0
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内容となっている。シラバス等に書かれた具体的な内
容については「自主創造の基礎 1」では建学の精神に
ついて学んだ後に、資料の集め方、レポートの書き方
が示されており、「自主創造の基礎 2」では課題の発
表（プレゼンテーション）、ディスカッションが示さ
れていた。これらの内容は本学部の「スポーツ基礎演
習」と大差はないものと思われるが、資料の随所に「ア
クティブラーニング」であることが強調されており、
自主的・能動的に学ぶ姿勢を身に付けさせるところが
特徴である。また対応いただいた A 教授のお話のな
かから、学生の学修への意欲・関心および基礎的な学
習スキルに較差があることが伺われた。
（2）B大学について
　B 大学はわが国における大学の中でも長い歴史と伝
統のある大学である一方、近年は積極的に学部再編や
新設を進めている。その教育課程の区分と履修単位
は、「教養教育科目」、「総合教育科目」および「専門
教育科目」で 59 単位、「学科共通科目」と「領域科目」
で 65 単位以上修得することとされている。教養教育
科目には一般的な科目名が並んでいるが、「国語表現」
「基礎英語」が通年で必修とされている。B 大学では
「基礎演習」に相当する科目が設置されていない。そ
のためにレポートの書き方といった文書作法について
は、上記の国語表現等の科目でカバーしていると思わ
れる。また全学生について 4年間同じ教員による「ク
ラス担任制」を採用しており、単位履修、進路の相談、
学生生活上の相談については担任の教員が担当してい
る。また 1年次配当「総合教育科目」の必修科目とし
て大学の歴史に関する科目が開設されており、その中
で母校の歴史と伝統を学び帰属意識を高めていると思
われる。お話を伺った B 教授によると、入試の多様
化によりさまざまな背景を持つ学生が入学しているこ
とから体育・スポーツに対する姿勢も多様化しており、
時には指導に苦慮することもあるようである。
5．まとめと今後の課題
　本稿ではスポーツ科学部における 1年次の必修科目
である「スポーツ基礎演習」について、その実践内容
を振り返るとともに他大学の実施内容とも比較しなが
ら、望ましいカリキュラム内容について検討した。
　スポーツ科学に関する専門的な学びの前提として、
他者の話を聞く、自分の考えをまとめて書く、話すと
いった基礎的能力の修得は極めて重要であり、「スポー
ツ基礎演習」で十分に時間を掛けてそれらの能力の育
成を図ることが必要である。その一方で、新体力テス
トの実施等によって、本学における他学部の「基礎演
習」と比べて、小論文（レポート）執筆やプレゼンテー
ションのための技術・能力の育成に十分時間を掛けら
れない可能性がある。これについてはスポーツ科学部
の 2年次必修科目である「スポーツキャリア形成」と
の連携を図ることで、3 年次進級時点までにそれらの
能力を育成していくことが可能であると考えられる。
また「スポーツ基礎演習」が専門科目に位置付けられ
ていることについては、レポートやプレゼンテーショ
ンのテーマとして体育・スポーツに関する題材を扱い、
それについて学生自らに調べさせることで専門的な学
びをある程度担保できるものと考えられる。
　今後の「スポーツ基礎演習」の課題としては以下の
点が挙げられよう。
①近年の入試形態の多様化が進んでいる状況では、同
じ学部の学生であっても基礎学力や学修意欲に差の大
きな集団となっている可能性がある。スポーツ科学部
の現状としては、入学時に学力テストを実施している
ものの、その結果に基づいたクラス編成などは行って
いない。今後は入学時に学力を把握することや、その
結果に基づいた習熟度別のクラス編成や成績不振者に
対しての補習の実施を検討することが必要である。
②現状では「スポーツ基礎演習」は授業アンケートの
対象外科目となっており、学習効果を計る機会が存在
しない。今後、より良いカリキュラムとするためにも
効果検証の方法を考える必要がある。
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